


い { で 口をといて A( x はに ( 2 、 8 ) 」 また
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(6 . 0 ) より 、K の中心 は AB の 中点

Ya l なので幽 また 半径 は 上 1であり、
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水 また 以上 より K の 方程式は

(.( Y ^=20- θ なのど
Y = 2 x + 4 - ② と合わせて 、
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( 2 ) ay D ( 2 . 0 ) は ① をみたすので 、 円 K 上 にある 、A
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ここで 円周角 の 定理 と 内接回角形 の 性質 より 、

此 A { LADC = LABC =αLBCD = LBAD =β

また AB直経 より LACB のより、 OABC について 考える 。
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ここで AB 二 4A ( 2 . 8 ] c(- s. 1より AC = ⑤5 である 。()

A また、 LC =⑫ 、
AB: AC = 5ころより 左図 のようになり

、
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B また 5ma = 5 cos α=⑤ である。
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また、 OABD についても
考えると、下図 より

AT cosiβ = 45 =近 smβ=近 である
。
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よって sm (4- β ) =smacos -cosasm β= 5. 一⑤ 圧 =⑤ 二政
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(3) a AーY っ K とおくと、 Y = ax - K である 。

ここで B . C における接線の傾きはそれぞれよー主 より
、

傾き 王 卅

Kは Maxで K = ー5a - ⑤- - 5 ( at 8 )
"、 ① as - のときはこの直線がC を 通るとき、

② -Eac でのときは 直線と 円弧が接するとき

EMaxで点と 直線のキョリを 考え、 ←心は ( 4 .4)

樊 2店 = 14
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4a- 4- k =± 215(at リ

∴ K = 4a- 4 F 2い
\傾き 一曲 より 最大は 4a- 4 + 255 (at )
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③ Iミ a のときたが 最大となるのは直線がB を 通るときより 、

KMax=

また
、 aの 値を変化 させたとき、

で節符増加とするので
M の 最小は SG ≤ 上 で 実現
この区間で M=flalとすると、
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= 2 (π2やai|
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より 、以下 の増減表 がかけ、 Mが最小になるのは a=1のとき、
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川 fix=
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またこの 点 での 法線 の 方程式は 、

l : Y = 一

5(x - 1) + f 11 川 = - 2 ( x - 1 )+log 2 = -2x+

Col は 軸 で囲 まれた図形の面積は、 以下 の 図 で 参照 して
、 S とする 人 、
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θ : Si - 22 + dig2)dx = [12 +lg2が] !

= 1 + log 2
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= [け1 lg ( x+ ) - x ] !
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よって S = ( 1 tlog 2 リー (2lg2 - 1 ) = 2- log 2
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l log 2〈 q 〈 2 tlog 2 である 。

Y = Plog ( xな)tq が ( 1 . log2 )を 通 るので、代入して 、

log? aPlog ? e f : q = (-p ) logI
,



nこのとき、 C と l は 軸 で 囲 まれた図形は以下のようになる。 左図 の面積を Sとすると 、
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Y = 1 feal
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よって S
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( 1 + log 2) ー ( Plog2 - Ptlog2]
= [ 1+ p) - Plog 2

が 五 ( ley2 + 1 ) となるので P = -Z
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= - 2at 1 taloga + ( at) logla+ 1 )
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'la) = - 2 + logat 1 t log { a+ 17 + 1

= loga ( atl )

より g' la ) = 0のときlogalatl ) = 0 :alatl 7 = 1 :
G
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この下で gla) について 増減表をかく 、

a 0 I(5- 力 1

g. 一 0 t

A=2で gla- O

g ↓ µ

gla] が 最小となるとき a=形 より
、 d

gla] = alog alat1) t loy ( at 1 ) - 2at 1 = la]tlog( at1 ) - 2 at1より、
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12) 四形的に考えると Z は B に )を 中心とする半径 2 の 円上をうごく 、 E- α 1 は 円岡上の 点 と A ( 2+4i1

Yn とのキョリと 言 い
換えられるので、 左図 より Zが N の点 を示すとき最大で
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"AB= 風 =5 E .BN =Fより 、1Z- 21 max = AN =無

また、

AB : BN =③: 1 より、 A ☆⑤ AB、 AB= ( - 、-7 ) より
、
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AN = ( -、- ) であるので 、 このときの Z は

Z = ( 2 + 4a ) + ( -5 -) - 5- 5
,

_ 3 →
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( 3) r = atai ( a 、GGR ) とおく 、 ここで AB 上 の 任意 の 点 では 媒介変数 t (R ) を 用 いて 、 ( ? ) より 、

Z = ( 2+ 4 a) + t ( - 1- 7a ]
= 12- tt 14- 7t]i) とできる 。

このときよZtrE 1 が 常 になりたつので 、 ]
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( a- ai) / 12 t 1 + ( 4 - 7t1 i{ tlatailf 12t1 -( 4 -7t ) i = 1 - (*1

が 全てのちで 成立 するような a 、
G で 求 める

。

(*) ) ( 2-4a + 14i-i+ a 14-1+ a 12zt1 -a(4 - +i+ h ( 4 -7t) = 1

B 2 a ( 2-t ) t @ ( 4 - 7t) = 1 actG = 0 が 全てのセで 成立するとき、

B (- 2a - 149) t + ( 4a+89 - 17 =
0

A= G = 0

よって 一 2a - 14G = 0{ 4atfe _ 1 - 0
をといて ( 苦懲感 \ rに 上い

黙活0の 下で = であり、 VZ + rE = 1 に代いて 」
= ③=⑫

wore tor = 1 Iw - tor .? 100 irzE

: . 1 w _Drl = 1011

:
.f 0rwt lorw a wiw
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√:1w ーな 1 - 10 ×=
: .wie - lowr -owr = 0 - 0

:. ( ω - 105 ) ( o - lor ) = 1001 rl

よってW は中心 」 、半径 の 円上 にある 。
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①より w は O を通

る
。
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OOpa = fwllzlsmg
eR = blwalsm φ ×

WZ = 1ル

= Ixlosml = 5 smf
0

ー 〉 ≥
より smθ=に = 起 のときに最大 をとる 。
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ここで

A φ= arg = arglows = 2argw より

argw . ④
で 最大となり、

このとき Oa : Y = 水となる 。

また、 直線 AB の 方程式 は = 7 ー0なので AB とOQ の交点をRとすると 、
7x - 10 = 水 : 水=③ より R(5 . 5) 一 ②

また 、 Q の座標 は円 の方程式 が(ーは落より、 xとあわせて、

(x- z
% ( x -i) '=z政

- 二2 - 8x = 0 : x( x-4 ) = 0 : . x= 0 . 4

よて Q (4 .41 -③ である
。 上図 より

、
OPOR : OPaR = OR: Ra= 5 : [ 4- 5 ) = 57 い


